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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 サーモグラフィは皮膚温度を赤外線として検知し，

画像診断に応用しようとする試みであるが，特に腫瘍

が高温を呈することより乳癌の診断にも応用される．

サーモグラフィは超音波検査と同様に非侵襲的である

ことから，臨床上その成果が期待されている．そこで

本研究では，サーモグラフィによる乳癌の臨床診断に

ついての有用性を検討した．

 対象および方法

 1968年より1972年までアメリカBARNES社製サー

モグラフィを用いて，370例の乳腺疾患患者に対して

サーモグラフィを施行した．さらに1973年より1977年

まで，分解能のより向上した日本電子製サーモビュ

ァーにより126例の患者にサーモグラフィを施行した．

また1977年より1980年まではサーモピュアーで得られ

た情報をコンピューターで解析して159例の患老に対

して定量的診断を試みた．

 コンピューターによる処理内容としては，乳輪近傍

の温度処理，高温域の温度処理，血管パターンおよび

その高温域の温度処理，乳房全体の温度処理および乳

房の輪郭の温度処理である．

 結果

 サーモグラフィによる診断においては，高温域の存

在およびその温度勾配の強弱等によって悪性であるか

否かを鑑別したが，370例（癌210例，非癌160例）中，

True positive 72．8％， False positive 22．5％，総合

正診率74．8％の成績を得た．

 サーモピュアーによる診断では血管パターンを中心

とした診断基準によったが，126例（癌65例，非癌61例）

中，True positive 72．1％， False positive 27．9％，

総合正診率73．8％となり，診断率は向上しなかった．

 コンピューター処理による各種処理内容について，

ROC曲線で最大の情報容量を得た血管パターンの処

理（Vp（index））を中心とした診断基準を設定した．

この基準により159例（癌104例，非癌55例）ではTrue

positive 85．6％， False positive 30，9％，総合的診率

79．9％となり，約5％診断率が向上した，

 考察

 病期別に診断率を比較すると，Stage II， III， IVでは

90％以上診断し得るのに，Stage Iでは約70％となり，

腫瘍の小さいものについて診断率が低くなる．

 また，良性疾患においては線維腺腫（巨大），乳頭腫

および膿瘍において診断率が低い．これらを鑑別でき

る診断基準の確立が望まれ，今後さらに検討を重ねた

い．

 結論

 サーモグラフィによる乳癌のコンピューター診断に

おいては，血管パターンの処理であるVp（index）が

最もすぐれた診断能をもつことが明らかとなった．し

たがってこの処理を中心に診断基準をあらたに設定し

たところ，これによりサーモグラフィの正診率を80％

にまで高め得ることができ，乳癌の臨床診断としての

有用性を確認し得た．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本研究は，乳腺疾患患者655人（癌379人，非癌276人）にサーモグラフィを施行し，乳癌のサーモグ

ラフィ正診率の向上に寄与する温度情報について検討したものである．サーモグラムから得られる大

量の温度情報をより客観的に把握するためにコンピューターを導入し，種々情報のコンピューター処

理を行なったところ，血管パターンの処理Vp（index）が最も優れた診断能をもつことが解明され，

この処理を中心に診断基準を設定することの重要性が明らかになった．学術上価値ある論文と認める．
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